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【出願手続について】 

出願手続は、インターネットから出願申請を行った上で、必要書類を提出してください。 

１．出願申請に必要な環境 

出願申請を行うためには、インターネットを利用できるパソコン、プリンター及び電子

メールアドレスが必要です。 

２．出願手続の流れ 

 （１）メールアドレス等の登録 

   ①本学の Web 出願システムにアクセスしてください。 

    URL：https://e-apply.jp/e/ynu/ 

   ②画面の指示に従って、志望する専攻等を指定してください。 

   ③氏名やメールアドレス等を登録し、申込を行ってください。 

   ④メールアドレス等の登録が済みましたら、登録完了メールが届きます。 

  （２）出願申請から出願書類提出まで 

   ①Web 出願システムにログインし、必要な事項を入力し登録してください。（出願申請） 

   ②出願申請後、Web 出願システムから入学検定料の支払い方法を選択してください。 

   ③選択した支払い方法に基づき、入学検定料を支払ってください。 

   ④入学検定料の支払完了通知メールを受信した後、Web 出願システムから出願に必要な

書類を印刷してください。 

   ⑤印刷した書類及び証明書類等を所定の出願期限までに提出してください。 

   ⑥全ての書類が本学府に到着した時点をもって、出願手続が完了となります。 

 

※Web 出願システムに出願申請を行っただけでは出願手続は完了しませんので、ご注意

ください。 

※出願手続の詳細は、本要項及び Web 出願システムにて確認してください。 

 

https://e-apply.jp/e/ynu/
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後期）へ入学を希望する人に必要な情報が記載されています。 
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国際社会科学府経営学専攻（博士課程後期）入試日程の概要 

 

入学資格審査申請期間 ※該当者のみ 

２０２６年６月２２日（月）～２０２６年６月２４日（水） 

 

Web 出願システムによる出願申請期間 

２０２６年７月１６日（木）～２０２６年７月２２日（水） 

 
出願申請期間 

２０２６年７月１６日（木）～２０２６年７月２３日（木） 

※ ７月２３日（木）までの発信局の消印有効（日本からの郵送の場合） 
 

受験票発送 

２０２６年８月 ３日（月） 

 
口述試験 

２０２６年８月２４日（月） 

 
合格発表 

２０２６年９月１１日（金） 

 

入学手続受付期間 

２０２７年 ４月入学： 
２０２７年１月２２日（金）～２０２７年１月２８日（木）必着  
２０２６年１０月入学： 
２０２６年９月１８日（金）～２０２６年９月２５日（金）必着 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

◆ 緊急時の入試実施に関するお知らせ 

公共交通機関の乱れや自然災害、人為災害、疫病等の影響により、所定の日程による試験実

施が困難となるような不測の事態が生じた場合は、試験日程や選抜方法を変更したうえで、入

学者の選抜を行うことがあります。新たな措置を講じる必要が生じた際には経営学専攻ウェブ

サイト又は出願時にご登録いただいたメールにてお知らせします。 

経営学専攻ウェブサイト：https://www.b.ynu.ac.jp/index.html 

https://www.b.ynu.ac.jp/index.html


2 

 

国際社会科学府経営学専攻（博士課程後期）案内 

 

経営学専攻では、企業を取り巻く環境の変化に機敏に対応できる新しい方法、理論、戦略を分

析・構築する能力を有する高度専門職業人及び研究者を養成します。このため、経営学、会計学、

経営システム科学の視点から、企業経営に関わる最新かつ高度な理論・方法論を体系的に習得す

ることを通じて、実証的・実践的な教育研究を行います。 

 

２０１３年４月より国際社会科学府には、専攻横断型の教育プログラム「国際公共政策 EP

（Education Program）」が開設されています。「国際公共政策 EP」は、開発途上国、新興国、先

進工業国の各種公共政策を比較・分析し、政策協調を研究できる、高度な能力を有する専門家の

養成を目的とする専攻横断型の教育プログラムです。ただし、これらの教育プログラムを希望す

る人は、出願時にプログラム選択を申請する必要があります。 

 

経営学専攻に所属する学生は、博士号請求論文の専門性に対応し、所定の手続きを経て、博士

（経営学）、博士（学術）のいずれかの博士号を請求できます。希望する責任指導教員の選択にあ

たっては、責任指導教員一覧（２４ページ）を参考にしてください。 
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一般入試 
 

国費等外国人留学生特別入試 

国費等外国人留学生特別入試（一般）募集要項 

２０２７年度横浜国立大学大学院国際社会科学府経営学専攻博士課程後期の学生を下記要項に

よって募集します。 

国費等外国人留学生特別入試は、２０２７年４月あるいは２０２６年１０月以降、日本政府の

国費留学生又は外国の政府等の派遣生（外国の中央又は地方政府が派遣する者で、当該機関が当

該学生の留学にかかる費用を負担することを証する書類を提出した者）であることが確定してい

る者を対象としています。（ただし日本政府の国費留学生については、出願時に博士課程後期の

国費留学生である者を含みます。） 

上記以外の外国人留学生については、一般入試により募集します。 

 

    

 

 

 

 

 

１. 専攻及び募集人員 

 ２０２７年 ４月入学：若干名 

 ２０２６年１０月入学：若干名 

※募集人員には、教育プログラム（「国際公共政策 EP」）の人員を含む。 

 

２. 出願資格 

次の（ａ）から（ｃ）のいずれかに該当する者で、出願資格のいずれかに該当し、かつ、出願要件

を満たす者が出願できます。 

（ａ）２０２７年４月以降（２０２６年１０月入学の者は２０２６年１０月以降）、日本政府の国

費留学生であることが確定している者 

（ｂ）２０２７年４月以降（２０２６年１０月入学の者は２０２６年１０月以降）、外国の政府等

の派遣生（外国の中央又は地方政府が派遣する者で、当該機関が当該学生の留学にかかる

費用を負担することを証する書類を提出した者）であることが確定している者 

（ｃ）出願時に日本政府の博士課程後期の国費留学生である者 

 

＜出願資格＞ 

次の（１）から（９）のいずれかに該当する者 

留学生 

日本政府の国費留学生 外国政府の派遣留学生 左記の２つ以外 
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（１）修士の学位又は専門職学位を有する者及び本大学院入学の前までに取得見込みの者 

（２）外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び本大学院入学

の前までに授与される見込みの者 

（３）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専

門職学位に相当する学位を授与された者及び本大学院入学の前までに授与される見込みの

者 

（４）我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了

し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び本大学院入学の前まで

に授与される見込みの者 

（５）国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者及び本大学院入

学の前までに授与される見込みの者 

（６）外国の大学院、第 4 号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し、大

学院設置基準第 16 条の 2 に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、修士の学位

を有する者と同等以上の学力があると認められた者 

（７）大学を卒業し、大学又は研究所等において２年以上研究に従事した者で、本大学院におい

て、当該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者 

（８）外国において学校教育における１６年の課程を修了した後、又は外国の学校が行う通信教

育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における１

６年の課程を修了した後、大学、研究所等において、２年以上研究に従事した者で、本大

学院において、当該研究の成果等により修士の学位を有する者と同等以上の学力があると

認めた者 

（９）上記（１）～（８）に該当しない者で、本大学院において個別の入学資格審査により、修士

の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者で、本大学院入

学の前までに２４歳に達するもの 

 

[注１]出願資格（６）に該当する者は、２０２６年６月１５日（月）までに大学院学務係に連絡を

して、出願書類の詳細について指示を受けてください。 

[注２]出願資格（７）、（８）、（９）に該当する者は、個別の入学資格審査を行います。 

[注３]在留資格について 

 留学生として在留資格「留学」を取得するに当たっては、留学生活を維持できる経済基

盤を有している必要があります。 
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【入学資格審査】 

上記「２. 出願資格」の（７），（８），（９）に該当する者は、事前に個別の入学資格審査を行

う必要がありますので、下記の書類を、２０２６年６月２２日（月）～２０２６年６月２４日

（水）までに大学院学務係に提出してください。 

窓口受付時間は、平日８時３０分～１２時４５分、１３時４５分～１７時００分です。 

郵送の場合は、書留速達で郵便局の窓口から送付してください（期限内必着）。海外からの郵

送の場合は EMS 等、引き受けや配達を記録できる方法で郵送してください。 

 

認定の結果は２０２６年７月８日（水）に本人あてに電子メールにより通知します。なお、資

格審査にあたっては個別に資料を要求する場合があります。 

 

（１）「２．出願資格」（７）、（８）で出願を希望する者 

①修了（見込）証明書（原本）：学校長名で作成されたもの。 

②成績証明書：学校長名で作成。厳封されたものが望ましい。 

③研究業績リスト：A４サイズで様式自由。 

④在籍証明書：大学を卒業した後又は外国において学校教育における１６年の課程を修了し

た後又は学校教育法第１０４条４項の規定により学士の学位を授与された後、大学・研究

所等で２年以上研究に従事したことを証明するもの。 

 

（２）「２．出願資格」（９）で出願を希望する者 

①最終学歴の卒業（見込）証明書又は在学期間（見込）証明書：学校長名で発行・厳封され

たものが望ましい。 

②成績証明書：学校長名で作成。厳封されたものが望ましい。 

③研究業績リスト：A４サイズで様式自由。 

④研究計画書（入学資格審査用）：所定の様式。 

⑤入学試験出願資格認定審査調書：所定の様式。 

 

※入学資格認定願書、入学試験出願資格認定審査調書及び研究計画書（入学資格審査用）は、本

専攻ウェブサイトから様式をダウンロードし、A4 サイズの用紙に印刷の上、作成してくださ

い。https://www.b.ynu.ac.jp/admission/index.html 

  

https://www.b.ynu.ac.jp/admission/index.html
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３. 出願手続方法及び出願期間 

出願手続は、インターネットでの出願申請登録及び入学検定料を納付したうえで、出願書類一

式を本学府へ期限内に提出してください。 

 

（１）出願手続方法 

① Web 出願システムにアクセスし、メールアドレス等の登録を行ってください。引き続

き Web 出願システムにログインし、必要な事項を全て入力して出願申請を行ってくだ

さい。 

出願申請期間：２０２６年７月１６日（木）～２０２６年７月２２日（水） 

URL：https://e-apply.jp/e/ynu/ 

※一度「出願申請」をクリックした後は、登録内容を変更することはできません。 

② ７ページの「４．提出書類及び入学検定料」の内容を取りそろえ、出願期限までに提

出してください。 

（出願期限及び提出方法は次項の「（２）出願期限及び提出先」を参照してください。） 

 

（２）出願期限及び提出先 

① 出願期限（出願書類の提出期限）： 

２０２６年７月２３日（木）まで（７月２３日（木）消印有効） 

② 提出先 ：〒240-8501 横浜市保土ケ谷区常盤台７９－４ 

     横浜国立大学社会科学系大学院学務係 

Graduate School Affairs Office, 

Graduate School of International Social Sciences, 

Yokohama National University 

79-4, Tokiwadai, Hodogaya-ku, Yokohama 240-8501 JAPAN 

③ 提出方法：  

・日本からの郵送の場合は期限までの発信局消印のある書留速達で郵送すること。 

・海外からの郵送の場合は EMS 等、引き受けや配達を記録できる方法で郵送するこ

と。海外からの郵送の場合は期限内必着とします。 

・封筒表面に Web 出願システムから印刷した宛名ラベルを貼付して郵送すること。 

・提出の際は、Web 出願システムから印刷した「出願提出書類チェック票」により、

提出書類に漏れがないか確認すること。 

 

 

 

https://e-apply.jp/e/ynu/
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（３）出願注意事項 

① 出願手続は、Web 出願システムによる出願申請、入学検定料の支払いを２０２６年 

７月２２日（水）までに完了したうえで、２０２６年７月２３日（木）（消印有効、海

外からの郵送の場合は期限内必着）までに必要書類を提出していることが確認された

もののみ受理します。 

② Web 出願システムの入力において、一定時間（約２０分間）何も操作を行わなかった

場合は入力内容が取り消される場合があります。 

③ Web 出願システムにおける入力作業を一時中断する場合は、「一時保存」をクリック

してログアウトしてください。再ログイン後、入力を再開することができます。これ

以外の方法で入力作業を中断した場合は、入力内容が取り消されます。 

④ Web 出願システムの操作方法に関するお問い合わせは、以下へお願いします。 

株式会社キャリタス 「学び・教育」出願・申し込みサービスサポートセンター 

TEL ：0120-202079（受付時間：月～金 10:00～18:00） 

E-mail：cvs-web@career-tasu.co.jp 

 

４. 提出書類及び入学検定料 

以下の出願書類を提出するにあたり、過不足がないか必ず確認の上、送付してください。 

以下の出願書類のうち、（１）、（７）は、Ｗｅｂ出願システムから印刷してください。 

（１）入学願書 ・Web 出願システムにて必要事項の入力後に作成される入学

願書を A4 サイズの用紙に印刷し、写真（１０ページの（８）

写真のうちの 1 枚）を貼付の上、提出してください。 

・Web 出願システムにて希望する責任指導教員を２名選ぶ

際、「国際公共政策 EP」を志望する出願者は、EP 担当教員

から選んでください。責任指導教員一覧については２４ペー

ジを参照してください。 

・経営学専攻ウェブサイト内、教員紹介ページでは、各教員の

研究指導情報を掲載しています。併せてご覧ください。

https://www.b.ynu.ac.jp/faculty/index.html 

（２）修了(見込)証明書 

 （原本） 

・出身大学大学院の研究科長等が作成したもの。 

・複数の大学院を修了した者は、各大学院の証明書をそれぞれ

提出してください。 

・ただし、２.出願資格（６）により出願する者は、大学院設置

基準第 16 条の 2 に規定する試験及び審査に相当するものに

合格し、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認

mailto:cvs-web@career-tasu.co.jp
https://www.b.ynu.ac.jp/faculty/index.html
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められたことを証明する書類をもってこれに代えます。 

・また、２.出願資格（７）、（８）、（９）により出願する者は、

入学資格認定願書をもってこれに代えます。 

 

・中国国内の教育機関を修了の方のうち、原本の証明書の提出

が難しい場合、各証明書の写しの提出と併せて、以下の機関

において発行される証明書をメールで提出することで受理

します。下記の手順および注意に従ってください。申請に関

する詳細については、申請先機関のホームページで確認して

ください。 

 

１．CHSI（中国高等教育学生情報サイト）が発行する【Online 

Verification Report of Higher Education Qualification 

Certificate】を、CSSD（教育部学生サービスおよび品質開発

センター）から横浜国立大学社会科学系大学院学務係

（int.gakumu-all@ynu.ac.jp）へ出願申請期間最終日までに E

メールで直送されるよう申込を行ってください。 

CSSD から直接本学に届くメールに限り有効です。出願者

本人が受領し、本学へ転送した認証書は無効となります。 

２．出願者自身でオンライン申請を行ってください。英文で認

証を受けてください。 

（３）成 績 証 明 書 

（原本） 

・出身大学大学院の研究科長等が作成したもの。 

・ただし、２.出願資格（７）、（８）、（９）により出願する者は、

出身大学長又は学部長が作成したものをもってこれに代え

ることができます（発行者（大学、学部等）において厳封さ

れたものが望ましい）。 

・複数の大学院を修了した者は、各大学院の証明書をそれぞれ

提出してください。 

 

・中国国内の教育機関を修了の方のうち、原本の証明書の提出

が難しい場合、証明書の写しの提出と併せて、７ページの

（２）修了(見込)証明書に記載されている内容と同様の方法

で発行される証明書をメールで提出することで受理します。 

（４）TOEFL-iBT

（Home Edition を含

む）の公式スコア

＜TOEFL-iBT（Home Edition を含む）の公式スコア提出者＞ 

１３ページの「７．試験日程及び場所」に記載されている口述

試験日から遡って２年以内かつ出願開始日より前に実施され
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（Official Score 

Report） 

または、 

TOEIC® Listening & 

Reading Test の公式

スコア（ Official 

Score Certificate） 

た TOEFL-iBT の成績証明書。下記（A）と（B）の両方が必

要です。 

※TOEFLのスコアシートにTest Date ScoresとMyBest Scores

の両方が表示されますが、スコアとしては Test Date Scores が

採用されます。 

 

（A）「EDUCATIONAL TESTING SERVICE（ETS）」発行の

「Official Score Report」が、「EDUCATIONAL TESTING 

SERVICE」から横浜国立大学へ直送されるように手配するこ

と。 

※出願期間開始日より前に直送の手配の申請を完了させるこ

と。出願期間開始日より前に「EDUCATIONAL TESTING 

SERVICE」に直送の手配が受付けられていない場合、出願は受

理されません。 

 

注１：本学（横浜国立大学）への送付手続きをする際に、次の

コードを使ってください。 

横浜国立大学（Yokohama National University） 

Institution Code   ０４１０ 

Department Code  ９９ 

※Department Code は入力できないようであれば、

未記入でかまいません。 

注２：Web 出願システムの入学願書ページの記入欄に、

「Official Score Report」の直送を手配した日付および

Test Date Scores の点数を入力してください。 

（B）ETS から志願者本人に送付された「Test Taker Score 

Report」の写し、またはウェブサイトから印刷した「Test Taker 

Score Report」を出願時に提出してください。 

 

＜TOEIC® Listening & Reading Test の公式スコア提出者＞ 

・口述試験日から遡って２年以内かつ出願開始日より前に実

施された TOEIC® Listening & Reading Test の Official Score 

Certificate（公式認定証）の原本を提出してください。 

・日本で受験した TOEIC L&R の成績証明書を提出する場合

は、公式認定証の原本を提出する代わりに、QR コードつきデ

ジタル公式認定証のコピーの提出も認めます。デジタル公式認
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定証に表示される QR コードを用いてその真正性を確認しま

す。 

・日本国外で受験した TOEIC L&R の成績証明書を提出する

場合は、「Official Score Report」の原本を提出してください。 

 

注：TOEIC S＆W、TOEIC Bridge、TOEIC IP のスコアは出

願書類として認めません。 

（５）研究業績リスト ３部 研究論文その他の業績リスト（A4 サイズで様式自由。

研究論文その他の業績の題目、共同・単独の別、発行所又は発

表雑誌名、発表年月日、100 字程度の要旨を記したもの。） 

（６）審査用論文        各３部 これまでの研究成果を示す論文２点以内（A4 サイズ 

で様式自由。日本語の場合 10,000 字以上、英文の場合 4,000

語以上）及び論文の要旨（日本語で 2,000 字程度。表紙として

題名と氏名を記したものを貼付。）。 

・ただし、研究成果を示す論文には、修士（請求）論文・既発

表論文、リサーチペーパー、あるいは調査報告書、プロジェ

クト企画書、実績報告書等をもって代えることができます。

（これらが複数ある場合は、主要なもの数点を提出してもか

まいません。）なお、共同執筆の場合は本人執筆箇所を明記

してください。 

・論文の要旨は、それら報告書等の概要（日本語で 2,000 字程

度）をもって代えることができます。 

（７）研究計画書        ３部 Ｗｅｂ出願システムにて必要事項の入力後に作成され

る研究計画書を A4 サイズの用紙に印刷し、提出してくださ

い。（研究題目、研究内容、研究内容と希望指導教員を選んだ

理由との関連性、研究との関係及び研究年次計画を記したも

の。） 

・指導教員等の推薦状（様式自由）がある場合は、これを添付

してください。 

（８）写真 ２枚       ・出願前３か月以内に撮影した縦４㎝、横３㎝上半身無帽のも

の。 

・写真（１枚目）は、（１）入学願書に貼付して使用。 
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・写真（２枚目）は、入学願書に貼付したものと同一のものを、

受験票に貼付して使用。 

※写真は加工しないでください。アプリ等で加工・修正を施し

たものは使用できません。 

（９）在留資格に関する

証明（外国人のみ） 

・外国人は、在留カードの両面の写しを提出してください。 

・ただし、日本に居住していない場合や短期滞在などで在留カ

ードを持っていない場合は、パスポートの写し（氏名・国籍・

写真が記載されているページ）を提出し、受験当日はパスポ

ートを持参してください。 

（１０）入学検定料 

本学大学院の修士課程

もしくは博士課程（前

期）、又は専門職学位課

程を、本大学院入学の

前の月に修了見込みの

者、並びに日本政府（文

部科学省）国費留学生

については、不要 

 

Web 出願システムで出願申請した後に表示される支払手続画

面に従って支払い手続を行ってください。 

払込金額：３０，０００円 

払込方法：Web 出願システムで出願申請を行った後に表

示される支払手続き画面に従い、２０２６年７月２２日

（水）までに支払手続を完了してください。 

【支払方法は次から選択できます】 

ａ．コンビニエンスストア 

ｂ．Pay-easy（ペイジー）対応ＡＴＭによる支払 

ｃ．Pay-easy（ペイジー）対応ネットバンクによる支払 

ｄ．クレジットカード 

ｅ．中国銀聯ネット決済（海外在住の志願者及び外国人

留学生志願者のみ） 

注１：支払方法の詳細は、Web 出願システム「はじめに」

の「お支払い方法」を参照してください。 

注２：支払時に別途必要な支払手数料は、入学志願者本

人の負担となります。 

注３：コンビニエンスストア及び Pay-easy（ペイジー）

対応ＡＴＭの支払方法を選択した場合は、Web 出

願システムの画面に表示された各種支払用の番号

を当該支払機関に持参の上、お支払いください。 

注４：支払後に受取るお客様控え又は支払完了通知メー

ルは、ご自分の控えとして大切に保管してくださ

い。 

注５：普通為替や現金では受理できません。 

注６：出願書類を受理した後は、次の場合を除き、いか

なる理由があっても払込済の入学検定料は返還い
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たしません。 

・入学検定料を払い込んだが本学大学院国際社会科

学府に出願しなかった場合（出願書類を提出しな

かった又は出願が受理されなかった）。 

・入学検定料を誤って二重に払い込んだ場合。 

（入学検定料の返還請求の問い合わせ先） 

社会科学系大学院学務係 

E-mail：int.gakumu-all@ynu.ac.jp 

注７：日本国外の金融機関口座へ入学検定料を返還する

場合、返還に伴い発生する手数料は志願者負担と

なります。 

 

※本学大学院の修士課程もしくは博士課程（前期）、又は専門

職学位課程を、本大学院入学の前の月に修了見込みの者、並

びに日本政府（文部科学省）国費留学生については、不要で

す。 

※災害救助法等の適用地域の被災者に対する入学検定料免除特別措置 

本学では、災害等で被災した受験生の進学の機会を確保する観点から、

入学検定料免除の特別措置を行います。詳細は本学ウェブサイトをご覧

ください。 

https://www.ynu.ac.jp/exam/index.html 

（１１）その他添付書類 ① 日本政府の国費留学生は、国費留学生証明書を提出してく

ださい。 

② 外国政府等の派遣生は、当該機関が留学にかかる費用を負

担することを証する書類を提出してください。 

③ 提出書類中、英語以外の外国語で書かれた証明書・文書・

資料等にはその日本語訳又は英訳を添付してください。 

 

５. 受験票 

２０２６年８月３日（月）に、出願を正式に受理した旨を電子メールでお知らせします。受験

票は、メールに記載されている注意事項に従い、Web 出願システムにログインして印刷してくだ

さい。印刷した受験票は、入学願書と同一の写真を貼付のうえ、試験当日に持参してください。 

  

mailto:int.gakumu-all@ynu.ac.jp
https://www.ynu.ac.jp/exam/index.html
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６. 選抜方法 

TOEFL-iBT（Home Edition を含む）または TOEIC® Listening & Reading Test のスコア、研

究業績・実務経験・論文の審査及び口述試験の結果を総合して行います。 

 

（１） TOEFL-iBT（Home Edition を含む）スコア 

    または TOEIC® Listening & Reading Test のスコア 

（２） 論文の審査  審査用論文について行います。 

（３） 口述試験   研究業績リスト、実務経験報告書、審査用論文及び研究計画書に基づい

て、専門知識・経験・学力などを総合的に問います。 

 

７. 試験日程及び場所 

（１）試験日程 

試験区分 日      時 

口述試験 ２０２６年８月２４日（月） １２時００分～ 

 

（２）試験場所 

横浜国立大学常盤台キャンパス 

https://www.ynu.ac.jp/access/map_campus.html 

 

８. 合格発表 

２０２６年９月１１日（金）１５時頃、本専攻ウェブサイト上に掲載するとともに、合格者に

のみ合格通知書を郵送します。なお、電話による照会には一切応じません。 

https://www.b.ynu.ac.jp/index.html 

 

９. 入学時に必要な経費 

（１）入学料     ２８２，０００円〔現行〕 

（２）授業料 前期分 ２６７，９００円（年額 ５３５，８００円）〔現行〕 

注１：入学手続き後は、いかなる理由があっても入学料は返還しません。 

注２：入学料及び授業料は、改定される場合があります。 

注３：本学大学院の修士課程もしくは博士課程（前期）、又は専門職学位課程を、本大学院   

入学の前の月に修了見込みの者は、入学料は不要です。 

注４：在学中に授業料の改定が行われた場合には改定時から新しい授業料が適用されます。 

https://www.ynu.ac.jp/access/map_campus.html
https://www.b.ynu.ac.jp/index.html
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注５：詳細は、入学手続書類と一緒に送付します。 

注６：日本政府（文部科学省）国費外国人留学生に対しては徴収しません。 

 

１０. 入学手続期間 

２０２７年 ４月入学：２０２７年１月２２日（金）～２０２７年１月２８日（木） 

２０２６年１０月入学：２０２６年９月１８日（金）～２０２６年９月２５日（金） 

入学手続については、合格者にのみ別途ご案内いたします。 

 

１１. 個人情報の取扱いについて 

個人情報については、「個人情報の保護に関する法律」及び「国立大学法人横浜国立大学の保有

する個人情報の保護に関する規則」に基づいて取り扱います。 

 

（１） 志願者の入学試験成績及び出願書類等に記載された個人情報については、本学入学者

選抜に係る用途の他、以下の目的のために利用します。 

 

① 合格者への連絡業務（奨学金や保険等に係る福利厚生関係資料や入学後の行事等に関す

る資料の送付、生協資料の送付）及び入学手続業務 

② 入学後のクラス編成及び本人の申請に伴う入学料免除（留学生を除く）・授業料免除等の

福利厚生関係の資料 

③ 入学後の教務関係（学籍管理、修学指導等） 

④ 本学における広報・諸調査・研究（入学者選抜方法及び大学教育改善のための調査・分析

を含む） 

⑤ 入学者の個人情報について本学関連団体である校友会及び同窓会の入会手続きに必要な

範囲で提供する場合があります。 

 

調査・研究結果を発表する場合は個人が特定できないように処理します。 

それ以外の目的に個人情報が利用又は提供されることはありません。 

 

（２） 上記（１）の各種業務での利用に当たっては、一部の業務を本学より当該業務の委託を

受けた業者（以下「受託業者」という。）において行うことがあります。 

 受託業者には、委託した業務を遂行するために必要となる限度で、知り得た個人情報の

全部又は一部を提供します。 
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１２. 注意事項 

（１）出願書類に不備のある場合は、受理しません。 

（２）出願手続後は、書類の返却及び記載事項の変更は認めません。 

（３）入学試験に関する問い合わせは、電話または電子メールにて本学社会科学系大学院学務係

あてに照会してください。 

（４）提出した卒業証明書や成績証明書について第三者による認証証明が必要だと本学が判断し

た場合には、志願者の費用負担で本学が指定する認証機関において認証に係る審査を受け

ていただく必要があります。 

 

（５）以下の行為は、不正行為となります。不正行為があった場合は、直ちに受験を中止させ、

退場の措置をとり、以後の受験を認めません。また、すでに受験した教科の成績は無効と

します。 

①カンニングをすること。また、他の受験者に答えを教える等カンニングの手助けをする

こと。 

②試験時間中に携帯電話・スマートフォン・ウェアラブル端末（スマートウォッチやスマ

ートグラス等。）・タブレット端末・電子辞書・IC レコーダー・イヤホン・音楽プレーヤ

ー等の許可されていない電子機器類や定規（定規の機能を備えた鉛筆等を含む。）・コン

パス・電卓・そろばん・グラフ用紙等の補助具、教科書・参考書・辞書等の書籍類等を使

用すること。 

（６）以下の行為は、不正行為となることがあります。不正行為と認定された場合の取扱いは、

上記（５）と同じです。 

①試験時間中に、携帯電話・スマートフォン・ウェアラブル端末（スマートウォッチやス

マートグラス等。）・タブレット端末・電子辞書・IC レコーダー・イヤホン・音楽プレー

ヤー等の許可されていない電子機器類や定規（定規の機能を備えた鉛筆等を含む。）・コ

ンパス・電卓・そろばん・グラフ用紙等の補助具、教科書・参考書・辞書等の書籍類等を

カバンの中にしまわず、身に付けていたり手に持っていたりすること。 

②試験場、試験室及び控室において、他の受験者の迷惑となる行為をすること。 

③試験場、試験室及び控室において、監督者等の指示に従わないこと。 

④その他、試験の公平性を損なうおそれのある行為をすること。 

（７）出願書類に虚偽の記載があった場合や、試験中の不正行為が判明した場合は、入学後でも

入学を取り消すことがあります。また、不正行為の態様によっては、警察に被害届を提出

する場合があります。 
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（８）出願の際に登録する氏名はなるべく常用漢字を使用してください。常用漢字以外を使用し

た場合、コンピュータで表記できないことがあります。その場合、合格通知書および入学

許可書には、出願時に登録した氏名と異なる漢字に置き換えることがあります。 
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１３. アカデミックキャリア支援グローバル大学院プログラム(GDACS)について 

アカデミックキャリア支援グローバル大学院プログラム（GDACS）は、新興国の大学等に在職

している教員等のうち博士号を有しない者で、博士課程後期へ入学する学生を対象に、海外協定

校等の所属教員等に本学に留学して博士号を取得する機会を提供することにより、その後の当該

協定校の教育研究の質向上及び横浜国立大学との共同研究の推進に貢献するということを長期の

事業目的としています。 

本プログラムに出願する者の入学検定料は不徴収とします。合格者となった場合には、入学料

および授業料が免除となります。 

本プログラムへの出願を希望する者は、出願資格を確認の上、以下の書類を提出すること。 

（１）出願時の所属機関（研究科長(又は専攻長)以上）による推薦状（別紙様式１） 

（２）本学教員による推薦状（別紙様式２） 

詳細は本学ウェブサイトを参照すること。書式についても本学ウェブサイトからダウンロード

すること。  https://global.ynu.ac.jp/admissions/gdacs/  

  

https://global.ynu.ac.jp/admissions/gdacs/
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大学院設置基準第１４条による教育方法の特例 

＜社会人特別プログラム＞ 

 

１ ３年間の履修計画の作成は、責任指導教員の指導の下に行うものとします。（責任指導教員に

ついては２１ページの「授業科目と履修方法」のⅢを参照してください。） 

 

２ ３年間で修了することが勤務の都合上無理の場合には、予め４－６年間の履修計画を立てる

こともできます。 

 

３ 原則として修業年限３年のうち第１年次は全日通学とします。 

 

４ 大学院設置基準第１４条教育方法の特例によって授業を行う必要がある場合には、平日の下

記の時間帯とします。 

       ５時限 １６時１５分 － １７時４５分 

       ６時限 １７時５０分 － １９時２０分 

       ７時限 １９時２５分 － ２０時５５分 

 

５ 演習及び研究指導は、責任指導教員及び指導教員の承認を前提とし、例えば以下の日程で行

うことができます。 

       平日の夜間 

       休業期間における集中 

       勤務先の研究施設の利用 

 

６ 社会人以外の学生は、大学院設置基準第１４条特例に基づいて開設される６，７時限目の授

業を履修登録し、課程修了に必要な単位数に加えることができます。ただし、履修登録にあ

たっては、担当教員の承認を必要とします。 
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受験上及び修学上の配慮を必要とする入学志願者の配慮申請 

心身の障がい等（視覚障がい、聴覚障がい、肢体不自由、病弱、発達障がい、その他）により受

験及び修学の上で配慮を必要とする場合は、次の(1)～(3)の内容を確認したうえで、下記の様式

例を参考にして配慮申請書を作成し社会科学系大学院学務係へ提出してください。 

(1) 申請内容によっては配慮事項の決定までに時間を要する場合があるため、原則として出願前

に申請してください。配慮の申請をしても、本学への出願が義務づけられるわけではありま

せん。 

(2) 出願後でも申請を受け付けます。不慮の事故等により受験上の配慮が必要となった場合は、

速やかに申請してください。 

(3) 申請の内容や時期によっては、希望通りに受験上の配慮ができない場合や、出願期間終了時

までに配慮事項を決定できない場合があります。可能な限り早い時期に申し出てください。 

 

(配慮申請書様式例（A4 判縦）) 

                                            令和 年 月 日 

   横浜国立大学長 殿 

                                    ふりがな 

                  氏  名 

                                   生年月日 

                  住  所 〒 

                  電話番号 

                  E - m a i l 

 

横浜国立大学に入学を志願したいので、下記のとおり事前に配慮の申請をします。 

 

記 

 

１．志望する学府・専攻・教育プログラム・出願する入試名 

２．障がいの種類、程度 

３．受験上の配慮を希望する事項・内容 

４．修学上の配慮を希望する事項・内容 

５．そ の 他 

 

   （添付書類）医師の診断書（原本又は写） 

その他参考資料（原本又は写） 
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ChatGPT をはじめとする生成AI の利用について 

 

横浜国立大学では、学生に対して、ChatGPT などの生成AI に対する注意喚起を行って 

います。入学試験に関しても、下記の注意事項を踏まえて、必要な提出書類等の作成を行う 

ようお願いします。 

なお留学生の皆さんは、下記の他、必要に応じて、各国・地域の方針・法令等も踏まえる 

ようお願いします。 

 

注意事項 

 

生成AI に入力した情報は、AI の学習に利用されたり、意図せず漏洩したりする恐れが 

あります。また生成AI の出力する情報は、出典が明らかではなく、虚構や、偏った主張、 

倫理上問題のある表現などが含まれている危険性があります。 

出願書類等の作成に当たっては、横浜国立大学の「入学者受入れの方針（アドミッション・ 

ポリシー）」を確認し、不正が疑われたり、入学後に学修上のミスマッチが起きたりしない 

よう、自らの責任において十分に考えたものを提出してください。 

 

 

 

 

問い合わせ先 

横浜国立大学 国際社会科学府 社会科学系大学院学務係 

〒240-8501 横浜市保土ケ谷区常盤台 79-4 

［窓口取扱時間］8:30～12:45、13:45～17:00 

土日・祝日、夏季休業期間（8 月 11 日～8 月 18 日） 

及び年末年始（12 月 26 日～1 月 3 日）を除く。 

TEL ：045-339-3684 

E-mail：int.gakumu-all@ynu.ac.jp 

※問い合わせは、志願者本人が行うこと。志望する専攻名を明記すること。 
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授業科目と履修方法 

Ⅰ．授業科目とプレレキジット 

本学府の授業科目は、講義、演習、ワークショップ、フィールドワーク、リサーチ・プラク

ティカムによって構成される。そのほかに学生の基礎的知識を補充するため、プレレキジット

制度を設けている。 

 

（１） 講義（半期２単位） 

１）各教員による講義。 

２）学府共通科目：英語での学位論文執筆やプレゼンテーションに関する講義。 

 

（２） 演習 

１）演習Ⅰ・Ⅱ（半期２単位） 各教員による演習。演習ⅠはⅠa とⅠb を一組とする。標準と

して１年次に履修するのが望ましい。また、演習ⅡはⅡa とⅡb を一組とする。標準として

２年次に履修するのが望ましい。 

２）ワークショップⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（半期１単位） 複数の教員・学外専門家等の参加による、

多様な形態による演習。標準として２単位を一組とする（Ⅰ～Ⅳのうち組み合わせは問わ

ない）。自分の所属する専攻が開講するワークショップを履修すること。 

３）フィールドワーク（通年２単位）  国内・海外における調査・実習・研修を一定の条件のも

とに単位として認める。 

 

（３） リサーチ・プラクティカムⅠ・Ⅱ・Ⅲ（半期２単位） 

※履修するためには指導委員会の許可を得たうえで、履修登録期間に「リサーチ・プラクテ

ィカム申請書」を提出すること。 

１）産官学共同研究・国際共同研究・海外フィールドワーク等のプロジェクトでの研究実践。 

２）本学府博士課程前期における教育実践等。 

３）上記Ⅰの成果の学会報告。 

リサーチ・プラクティカムは、４単位までを学生の所属専攻の必修講義科目と代替すること

が可能である。ただし、プレレキジットとあわせて６単位までしか修了単位に含めることはで

きない。 

 

（４）リサーチ・コロキアム（通年２単位）  

専攻横断教育プログラムにおける、学位論文執筆準備のための研究報告、及び当該プログラ

ム教員による集団的な研究指導。専攻横断教育プログラムに所属する学生のみ履修することが

できる。 
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（５）プレレキジット 

学生は、指導委員会が必要と判断したときは、国際社会科学府博士課程前期、経済学部、経

営学部、他大学院（教育学研究科、理工学府、環境情報学府、都市イノベーション学府）の開講

授業科目を履修しなければならない。履修すべき科目は、個々の学生ごとに指導委員会が指定

する。プレレキジットは４単位までを修了単位に含めることができる。ただし、リサーチ・プ

ラクティカムとあわせて６単位までしか修了単位に含めることはできない。 

 

Ⅱ．修了に必要な単位 

 

（１） 講義 ８単位以上（プレレキジット、リサーチ・プラクティカム、リサーチ・コロキアム

を含み、学府共通科目は含まない）。所属する専攻の講義を履修。ただし、４単位を限度とし

て他専攻の講義で代替できる。 

  ・入学する前に大学院（他大学の大学院及び外国の大学院を含む）において履修した授業科

目（博士課程後期レベルの講義）について修得した単位を有する場合、教育上有益と認め

る時には、当該教授会等の議を経て単位を認定することができる。入学後１ヶ月以内に所

定の申請を行うこと。 

 

（２） 演習  

１）演習Ⅰ、Ⅱ 

責任指導教員が担当する演習を８単位以上かつ（Ⅰa,Ⅰb,Ⅱa,Ⅱb）の全てを修めること。 

２）ワークショップ   ワークショップとフィールドワークをあわせて４単位以上。ただし、 

３）フィールドワーク  フィールドワークは２単位までを認定する。 

 

（３）指導委員会が必要と認めた場合は、ワークショップの単位数を講義により代替することが

出来る。この場合、指導委員会はワークショップに代替する講義（１科目２単位または２科

目４単位）を学生ごとに指定する。 

 

Ⅲ．指導委員会と責任指導教員 

指導委員会は、責任指導教員１名と、指導教員２名の計３名から構成され、学位論文執筆ま

での教育指導にあたる。 

学生は第１年次に、自己の研究テーマと教員の研究・教育の分野を考慮し、責任指導教員を

申請しなければならない。各学生の責任指導教員は、原則として学生が所属する専攻の専任教

員から選ぶが、専攻を越えて責任指導教員を選ぶこともできる。また、責任指導教員は２名の

指導教員を指名する。◆印を付してある教員は、今年度実施する入試では選択できません。  
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開講科目一覧 

科目区分 授業科目の名称 
単
位
数 

  科目区分 授業科目の名称 
単 位

数 

経営学分野 

戦略経営研究 2   

経営システム科学

分野 

経営科学研究 2 

組織マネジメント研究 2   オペレーションズ・マネジメント研究 ※ 2 

企業と社会研究 2   経営シミュレーション研究 2 

産業分析研究 2   計量分析研究 2 

人的資源管理研究 2   経営財務研究 2 

経営史研究 2   マーケティング研究 2 

国際経営研究 2  経営数理科学研究 2 

金融システム研究 2  その他 
Global Joint Experienced Managers 

Program 
2 

比較経営研究 2   

英語 EP 科目 

Management ResearchⅠ 2 

比較社会文化研究 2   Management ResearchⅡ 2 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究 2   Management ResearchⅢ 2 

会計制度研究 2 
  Management ResearchⅣ 2 

  リサーチ・コロキアム リサーチ・コロキアム 2 

 
会計学分野 

財務報告研究 2   
リサーチ・プラク
ティカム 

リサーチ・プラクティカムⅠ 2 

会計学説史研究 2  リサーチ・プラクティカムⅡ 2 

戦略管理会計研究 2   リサーチ・プラクティカムⅢ 2 

業績管理会計研究 2   
学府共通科目 

Thesis Writing 2 

会計監査研究 2   Presentation and Discussion Skills 2 

公会計研究 2   

演習科目 

演習Ⅰa, Ⅰb, Ⅱa, Ⅱb 各 2 

生態会計研究 2   

  

ワークショップⅠ, Ⅱ, Ⅲ, Ⅳ 各 1 

国際会計研究 2 フィールドワーク 2 
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責任指導教員一覧 

経営学専攻ウェブサイト内、教員紹介ページでは、各教員の研究指導情報を掲載しています。 

併せてご覧ください。https://www.b.ynu.ac.jp/faculty/index.html 

出願手続完了後の希望指導教員の変更はできません。 

◆印を付してある教員は、今年度実施する入試では選択できません。 

▽印を付してある教員は、2027 年 4 月入学の入試のみ選択することができます。 

※責任指導教員一覧には変更が生じる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国際公共政策 EP 担当教員 

 
大森 明 教授 孫  穎        教授 

小川 慎一 ♦ 教授     

青木　洋 教授 孫　頴 教授 石田　満恵 ▽ 准教授

伊藤　有希 教授 高井　文子 教授 岡部　考宏 准教授

大雄　智 教授 高橋　賢 教授 五島　圭一 准教授

大森　明 教授 竹内　竜介 ♦ 教授 佐々木　秀綱 准教授

大沼　雅也 教授 田名部　元成 教授 軸屋　泰隆 ▽ 准教授

小川　慎一 ♦ 教授 鶴見　裕之 教授 曹　勁 准教授

貴志　奈央子 教授 原　俊雄 教授 竹原　浩太 准教授

君島　美葵子 教授 二神　枝保 教授 楊　芸玥 准教授

木村　晃久 教授 前山　政之 教授 吉川　りさ 准教授

公文　蔵人 教授 真鍋　誠司 教授 横田　一貴 ♦ 講師

河野　英子 教授 谷地　弘安 教授

郭　沛俊 教授 山岡　徹 教授

鈴木　定省 教授 横澤　公道 教授

https://www.b.ynu.ac.jp/faculty/index.html

